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4月 1 日現在

世帯数 7.764( ー 36)

人口 22.361(-63) 

男 10.675( ー 30)

女 11.686(ー33)
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視
察
研
修

重
信
町
議
会
で
は
、
渡
部
議
長

を
団
長
と
す
る
視
察
団
を
編
成

し
、
四
月
一
日
か
ら
五
日
間
の
日

程
で
改
革
解
放
の
進
む
中
華
人
民

共
和
国
を
視
察
し
ま
し
た
。

日
本
に
比
し
て
、
面
積
で
約
二

十
六
倍
、
人
口
で
約
十
倍
の
規
模

を
擁
し
、
加
え
て
四
千
年
の
歴
史

を
有
す
る
中
国
は
、
文
化
大
革
命

に
よ
る
足
踏
み
は
あ
っ
た
も
の

の
、
郵
小
平
氏
以
来
、
改
革
解
放

が
進
み
、
現
在
北
京
市
な
ど
で
は
、

高
層
ビ
ル
、
高
速
道
路
な
ど
の
建

設
が
進
み
、
近
代
的
な
都
市
へ
と

変
貌
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

一
方
、
そ
の
隣
り
で
は
古
い
煉
瓦

造
り
の
平
屋
建
て
住
宅
が
建
ち
並

び
、
そ
こ
で
は
人
々
が
、
昔
な
が

ら
の
生
活
を
営
む
光
景
も
見
ら

れ
、
発
展
途
上
の
「
新
生
中
国
」

を
垣
間
見
た
思
い
を
し
て
い
ま

す
。他

方
、
都
市
か
ら
一
歩
外
へ
踏
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み
出
す
と
、
生
産
性
の
そ
れ
ほ
ど

高
く
な
さ
そ
う
な
農
村
地
帯
が
広

が
り
、
こ
う
い
っ
た
農
村
か
ら
若

者
が
都
市
へ
流
入
し
て
お
り
、
や

が
て
は
こ
れ
ら
の
人
々
の
住
宅
、

雇
用
、
交
通
、
ゴ
ミ
な
ど
の
大
都

市
が
抱
え
る
諸
問
題
に
直
面
す
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
特
に
難
し

い
の
は
過
密
、
過
疎
の
問
題
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
中
国
で
は

現
在
一
人
っ
子
政
策
を
推
進
し
て

お
り
、
こ
の
ま
ま

い
け
ば
二
十
i

三

十
年
後
に
は
人
為

的
な
超
高
齢
化
社

会
が
現
出
し
た

上
、
数
少
な
い
若

者
が
都
市
流
出
し

た
結
果
、
農
村
に

は
高
齢
者
し
か
残

っ
て
い
な
い
と
い

う
状
況
が
容
易
に

想
像
で
き
ま
す
。

ま
た
、
七
月
に

は
香
港
の
返
還
を

控
え
、
一
国
二
制

度
と
い
う
壮
大
な

実
験
が
行
わ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す

が
、
中
国
国
民
が

世
界
の
文
物
に
触

れ
た
今
、
一
国
二

制
度
と
い
う
も
の

が
耐
え
得
る
も
の
か
、
中
国
政
府

指
導
者
は
厳
し
い
舵
取
り
を
迫
ら

れ
る
場
面
が
数
多
く
起
、
」
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

私
達
は
、
こ
う
し
た
中
国
の
実

情
視
察
を
糧
と
し
て
、
我
が
国
と

の
均
衡
あ
る
発
展
と
、
社
会
的
公

正
が
確
保
さ
れ
た
重
信
町
の
た
め

に
今
後
も
議
会
活
動
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

は
り
・
き
ゅ
う
施
術
費

助
成
に
つ
い
て

西安老人大学にて (4 月 2 日)

こ
の
制
度
は
、
町
民
が
は
り
・

き
ゅ
う
の
施
術
を
受
け
た
場
合
に

そ
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
、

町
民
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

-
受
給
資
格
者

①
施
術
を
受
け
た
日
現
在
に
お
い

て
満
七
十
歳
以
上
に
達
し
て
い

る
方
。

②
三
級
以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
。

③
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方

0

・
申
請
の
方
法

は
り
・
き
ゅ
う
施
術
費
助
成
請

求
書
に
施
術
担
当
機
関
の
証
明

を
受
け
て
請
求
す
る
。

-
支
給
月
額

一
回
千
円
で
一
ヶ
月
五
回
が
限

度
。

-
支
払
方
法

申
請
者
へ
口
座
振
込

-
申
請
書
交
付
・
申
請
先

役
場
福
祉
課

知
っ
て
い
ま
す
か

M

退
職
者
医
療
制
度
M

会
社
や
役
所
等
を
退
職
し
、
厚

生
年
金
や
共
済
年
金
を
受
給
し
て

い
る
七
十
歳
未
満
の
人
と
そ
の
家

族
は
、
「
退
職
者
医
療
制
度
」
で
診

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

0

.
該
当
す
る
人

次
の
三
つ
の
条
件
に
あ
て
は
ま

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

ヲh
v。

②
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て

し
な
し

③
老
齢
(
退
職
)
年
金
の
受
給
者
で

そ
の
加
入
期
間
が
二
十
年
以

上
、
ま
た
は
四
十
歳
以
後
の
期

聞
が
十
年
以
上
あ
る
。

-
自
己
負
担
金

①
退
職
被
保
険
者
本
人

入
院
・
通
院
と
も
医
療
費
の
二

室
ロ

②
扶
養
家
族

入
院
は
医
療
費
の
二
割

通
院
は
医
療
費
の
三
割

・
届
け
出

年
金
証
書
を
受
け
取
っ
た
ら
、

十
四
日
以
内
に
役
場
福
祉
課
へ
年

金
証
書
、
保
険
証
、
印
鑑
を
持
参

し
て
届
け
出
て
下
さ
い
。
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定
申
告
が
聞
遭

つ

て
い
た
と
き

確
定
申
告
の
内
容
に
間
違
い
が

あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
り
、
申
告

を
忘
れ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

も
う
一
度
確
認
を
し
て
下
き
い
。

申
告
に
間
違
い
が
あ
る
と
き

は
、
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
申
告
を
忘
れ
て
い
る
方
は
、

直
ち
に
申
告
を
し
て
下
さ
い
。

間
違
い
が
あ
っ
た
と
き
の
訂
正

の
仕
方
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

税
額
を
多
く

申
告
し
て
い
た
と
き

「
更
正
の
請
求
」
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
正
し
い
税
額
に
訂
正
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
税
務
署
備
え

付
け
の
更
正
の
請
求
書
に
訂
正
金

額
な
ど
を
記
入
し
て
提
出
し
て
下

支
」
い
。

更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は

申
告
期
限
か
ら
一
年
以
内
で
す
か

ら
、
平
成
八
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
に
つ
い
て
は
平
成
十
年
三

c 乙， t�-..). 3 

月
十
七
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

更
正
の
請
求
書
が
提
出
さ
れ
る

と
税
務
署
で
そ
の
内
容
が
検
討
さ

れ
、
正
当
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、

納
め
過
ぎ
の
税
金
が
還
付
さ
れ
ま

す
。税

額
を
少
な
く

申
告
し
て
い
た
と
き

「
修
正
申
告
」
を
し
て
正
し
い
税

額
に
修
正
し
て
下
さ
い
。
税
務
署

備
え
付
け
の
修
正
・
申
告
書
に
修
正

金
額
な
ど
を
記
入
し
て
提
出
し
て

下
さ
い
。

修
正
申
告
は
、
税
務
署
か
ら
更

正
を
受
け
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で

き
ま
す
が
、
な
る
べ
く
早
く
申
告

さ
れ
ま
す
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

税
務
署
の
調
査
を
受
け
る
前
に
自

主
的
に
に
修
正
申
告
を
し
た
と
き

に
は
、
過
少
申
告
加
算
税
(
十
%
ま

た
は
十
五
%
)
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
修
正
申
告
に
よ
っ
て
新

た
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
税
額

は
、
修
正
申
告
書
を
提
出
す
る
日

ま
で
に
納
め
て
下
さ
い
。
こ
の
税

額
に
は
、
法
定
納
期
限
の
翌
日
か

ら
納
付
す
る
日
ま
で
の
期
間
に
つ

い
て
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
併
せ
て
納
め
て
下
さ
い
。

確
定
申
告
を

忘
れ
て
い
た
と
き

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と

き
は
、
直
ち
に
確
定
申
告
を
し
て

下
さ
い
。
申
告
用
紙
は
、
税
務
署

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

申
告
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申

告
を
「
期
限
後
申
告
」
と
い
い
、

税
務
署
か
ら
決
定
を
受
け
る
ま
で

は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
が
、
な
る

べ
く
早
く
申
告
さ
れ
ま
す
よ
う
お

勧
め
し
ま
す
。
税
務
署
の
調
査
を

受
け
る
前
に
自
主
的
に
期
限
後
申

告
を
し
た
と
き
は
、
無
申
告
加
算

税
が
五
%
(
税
務
署
の
調
査
ま
た

は
決
定
後
等
の
場
合
は
十
五
%
)

に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
期
限
後
申
告
に
よ
っ
て

納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
税
額
は
、

申
告
書
を
提
出
す
る
日
ま
で
に
納

め
て
下
さ
い
。
こ
の
税
額
に
は
、

法
定
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
す

る
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
延
滞

税
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て

納
め
て
下
さ
い
。

〈
詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
ま
た

は
税
務
相
談
室
に
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。
〉

5月の納税
固定資産税第1期

軽自動車税全期

納税期限 6月 2 日(月)

(固定資産税制納期は地方税制)
改正により、本年度に限切月でれ / 

g年度自動車税の納期限は
8月2日(舟で言、

お問い合わせ先は
松山市北持田町132

松山地方局直税第二謀

宮94ト111 H問

内線346~349

国
民
年
金

国
民
年
金
の
加
入
手
続
を

皆
さ
ん
、
国
民
年
金
の
加
入
手

続
き
は
お
済
み
で
す
か
。

国
民
年
金
に
は
、
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
、

二
十
歳
か
ら
六
十
歳
に
な
る
ま
で

の
方
が
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

加
入
の
届
出
が
遅
れ
た
り
、
保

険
料
を
納
め
て
い
な
い
場
合
、
老

齢
基
礎
年
金
は
も
ち
ろ
ん
、
万
一

の
場
合
に
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
分
自
身
の
た
め
に
も
、
ま
た

家
族
の
た
め
に
も
、
年
金
は
大
変

重
要
で
す
。

ま
だ
加
入
手
続
き
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
ま
だ
先
と
い
わ
ず
、

一
日
で
も
早
く
役
場
福
祉
課
で
、

手
続
き
を
し
て
保
険
料
を
納
め
ま

し
ょ
、
つ
。

労働保険料
一事業主のみなさまへー

労働保険料(労災保険・雇
用保険)の申告・納付はお
済みですか。平成9年度の

年度更新手続は、 5月 20 日

まて'で?す。
期限内に正しい申告・納

付を/
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内嚢
四号、

ι圃診検

問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
先

保
健
婦
直
通
電
話

冨
九
六
四
l

四
一
七
O

ま
た
は冨

九
六
四
ー

ニ
O
O

一
間

内
線
三

二

・

三
→
二

結核検診
対象 18歳以上の住民
料金 無料

肺がん検診
対象 40歳以上の住民
料金 100円
※近年男女共に急増して
いるがんです。
タバコ を吸う方はもち
ろん、 吸わない方もぜ
ひ受けて下さい。

子宮頚がん ・ 乳がん検診
対象 30歳以上の女性
料金 子宮頚がん500円

乳がん 100円
*申し込みをされた方に、
個人通知書 を送付しま
す。 検診当 日に 、 来場さ
れても受診できます。

子宮頚がん ・ 乳がん検診日程表

月 日 受付時間 場 所

6 月 3 ・ 4 ・ 5 日

7 月 1 ・ 30 日 阿T 民 ~ 館

10 月 8 日

6 月 1 8 日・ 7 月 24 日
13 : 00-

南吉井小学校体育館
14 : 00 

6 月 30 日・ 7 月 18 日 北吉井小学校体育館

7 月 22 日 下林 集 会所

8 月 6 日 上林公民館

月 日 時 間 場 所

B 月 16 日 (月)
13: 30-15: 30 

横河原公民館
16:00-18:30 

6 月 17 日ω
13: 30-15:00 上林谷ノf ス停

15 :30-18: 30 上林公民館

6 月 18 日嗣
13: 30-15: 30 

牛測団地第 1 集会所
16:00-18:30 

6 月 19 日 (木)
13:30-15:00 八反地集会所
15: 30-18: 30 志津川集会所

6 月 20 日 後)
13: 30-15: 30 

田 窪 rふぉ、 民 館
16: 00 -18: 30 

6 月 23 日 (月)
13:30-14:30 堀 池 集 ~ 所
15 :30-18: 30 牛 務t 集 会所

6 月 24 日凶
14:00-15:00 下林宮之段集会所
15:30-18:30 ] A重信町拝志支所

6 月 25 日制
l4:00-15 :00 田窪田地集会所
15:30-18:30 樋口公民館
13: 30-14: 00 山之内公民館

6 月 26 日 (木) l4: 30-15: 30 山 之内井口公民館
16:00-18:30 西 岡 集 会所

6 月 27 日後)
13: 30-16: 00 見奈良公民館
16:30-18:30 上村公民館

6 月 30 日 (月)
13:30-14:30 新村公民館
15:30-18:30 南野田区倉庫前

7 月 1 日 伏)
8:00-11 :00 

岡T 民 ~ 館
13:00-15:00 
9:00-9:30 北吉井小学校体育館
10:00-10:30 南吉井小学校体育館

7 月 29 日ω
11 : 00 -11 : 10 上林 Fム入3、 民 館

11 : 20 -11 : 30 下林 集 会所
13: 30-14: 30 回r 民 ~ 館

14:50-15:00 南野田区倉 庫 削

結核・肺がん検診日程表

健
康
づ
く
り
料
理
講
習
会

j
も
っ
と
た
っ
ぷ
り
の
食
物
繊
維
をi

食
物
繊
維
は
体
に
必
要
の
な
い

物
質
を
吸
い
取
り
、
腸
の
中
を
き

れ
い
に
す
る
働
き
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す

。

ま
た
、
便
の
量
を

増
や
し
て
排
便
し
や
す
く

す
る
た

め
、

大
腸
が
ん
を
抑
制
す
る

の
に

効
果
的
で
す

。

し
か
し
、
現
代
人
の
食
生
活
は

洋
風
化
に
よ
り
食
物
繊
維
が
不
足

が
ち
で
す

。

そ
こ
で
、
ま
す
ま
す

重
要
性
の

高
ま
る
食
物
繊
維
を
う
ま
く
食
卓

に
取
り
入
れ
る
方
法
、
食
物
繊
維

の
効
果
に
つ
い
て
、
一
緒
に
勉
強

し
て
み
ま
せ
ん
か

。

男
女
問
わ
ず
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す

。

ふ
る
っ
て
ご
参ノ加
く

だ
さ
い

。

申
し
込
み
先

地
区
衛
生
委
員

又
は
役
場
保
健
婦
室
管
理
栄

養
士
、
保
健
婦
ま
で

月 日 場 所 時 間 準備物 内 容 手旦当

B 月 11 日嗣 田窪団地集会所 l 急増する大腸がん
①原悶、症状、検査方法

9 月 3 自体) 志津川集会所 エフ。 ロ ン ②最近の傾向 と予防法
2 食物繊級たっぷ り の 食

10 月 3 日後) 播磨台団地集会所 午前10時~ タ ッ パー 卓づく り 栄養士
①食物繊維を 多 く 含む食

11 月 B 自体) 下林集会所 12時30分 タオル 品の紹介及ぴ上手な烈 保健婦
取方法

平成10年 2 月 8 日制 堀池集会所 筆記用具 ②食物事後維の豊富な献立
(調理実習 と 試食)

3 月 6 日後) 南野田集会所 @質疑応答
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重
信
町
で
は
、
下
表
の
と
お
り
、

個
別

・

集
団
接
種
の
方
法
で
定
期

予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

各
予
防
接
種
の
詳
し
い
受
け
方

に
つ
い
て
は
、
予
防
接
種
手
帳
・

「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」

ま
た
は
、
「

予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」

を
読
み
、
よ
く
理
解
し
て
か

ら
予
防
接
種
を
受
け
る
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。
(
予
防
接
種
手
帳
等
は
、

保
健
婦
室
で
発
行
し
て
い
ま
す
。
)

必
ず
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参

の
上
、
お
越
し
下
さ
い
。

※
予
防
接
種
に
つ
い
て
ご
不
明
な

点
は
、
福
祉
課
保
健
婦
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い

。

個別接種指定医療機関
医療機関名 所在地 電話番号

西村内科 志津川999-6 964-2461 

藤石病院 志津川 1842-1 964-1234 

辻井循環器科・ 内科 田窪2030 964-0013 

西野内科クリニ y ク 牛測1073 964-2200 

いのうえ小児科 野田2丁目 485- 1 955-0055 

石川小児科 横河原337- 1 955-0333 

池川内科・神経内科 志;事) 11 90-1 964-7787 

-.1・‘杭5 

⑧①対象者は重信町に住民登録をしている方です。

②日程等の個人通知はしていませんので受け忘れのないように気をつけましょう 。

個 jjlJ 接種 集 団 接種

。町内の指定医療機関で個別に受ける方法 0指定した会場(町民会館・学校等)で受ける方

接
です。(指定医療機関上記参照) 法です。

0年間を通して接種できます。(事前に医諜 。 「わが家の健康カレンダー」 ・ 「広報しげのよ」

種 機関に要予約) をご覧下さい。個人通知はしません。

方 0持参品: 母子健康手帳、予防接種子帳(予
。持参晶: 母子健康手帳、予防接種手帳(予診

診票及び依頼書)、体温計。
票)、印鑑、体温計。

法 ※学校で受ける予防接種は配布される説明書

をよく読み十分ご理解のうえ、申し込んで、 F

きい。

予
ニ種混合第l期 生後3か月 90か月未満 事L ポリオ 生後3か月 一 90か月未満 (2回)
( ジ フテリア ) 初回 (3-8週の間隔で3回) 幼

接防 百日せき・破傷風 追加(初回3回終了後12-18か月でl回) 児 B C G 生後3か月 -4歳未満のツベルク 1) ン反応検査陰性者

種 麻しん 生後12か月一90か月未満 第2期 小学4年生 (9歳一 12歳)
の (はしか) 日本脳炎

種 生後12か月一90か月未満山 学
第3期 中学2 ・ 3年生 (14歳ー 15歳)

類 風しん
(※必ず、麻しん予防接種後に掩種! ) 

. 二種混合第2期 小学6年生
と 中 ( ジフテリア・破傷風)

対
日本脳炎

3歳-90か月未満 学
象 初回 3歳 (1-4週の間隔で2凹) 生 B C G 小学1 ・ 2年及び中学l ・ 2年生のツベル

者 第 l 期 追加 4歳(初回終了後概ねl年あけて l回)
クリン反応検査陰性者

※中学生について行う風しんの予防接種は、平成 7 年 4 月 1 日から平成15年 9 月 30 日までの問、
昭和54年 4 月 2 日から昭和62年10月 1 日までの聞に生まれた者について行います。

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の

任
意
接
種

広
報
四
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
年
か
ら
五

十
二
年
に
生
ま
れ
た
方
は
、
ポ
リ

オ
の
免
疫
を
保
有
し
て
い
る
割
合

が
他
の
年
齢
層
に
比
べ
低
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

O

ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
常
在
国
に
渡

航
さ
れ
る
時

O

お
子
さ
ま
が
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
受
け
る
時

に
再
度
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

町
内
で
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
任

意
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

医
療
機
関
は
石
川
小
児
科
・
い
の

う
え
小
児
科
で
す
。

町
外
で
任
意
接
種
を
受
け
ら
れ

る
人
、
ま
た
詳
し
く
お
知
り
に
な

り
た
い
方
は
、
保
健
婦
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

か
わ
い
い
赤
ち
ゃ
ん
と
対
面

す
る
臼
も
も
う
す
ぐ
。

母
親
に
な
る
喜
び
ゃ
期
待
に

胸
ふ
く
ら
む
反
面
、
「

お
産
や
育

児
は
ハ
ー
ド
で
は
な
い
か
し
ら

・
:
」

と
不
安
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
、
っ
か
。

左
記
の
と
お
り
母
親
学
級
を

開
催
し
ま
す
。
妊
娠
・

出
産
・

育
児
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
話

し
合
い
、
楽
し
く
学
習
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
ご
参
加
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

場
所
時
間

料
金
申
し
込
み

保無分午町
健 1 後民
婦料三一会
ま 時時館
で三

十

月 日 内 容

5 月 7 日嗣
座談会と講義
「妊娠について話し合ってみませんか」

5 月 15 日 (木)
講義と赤ちゃん用品の市場見学
「子供服・育児用品を見てみよう 」

5 月 20 日制
講義
「呼吸法でお産の傷みを釆リ切ろう 」

5 月 27 日制
座談会
「先輩お母さんと一緒に…」

未定(希盟 日) 実技
夜間に行います 「お父さん出番ですー赤ちゃんのお風呂」



現
在

、

重
信
町
(
福
祉
課
)
で
は
愛
媛
大
学

医
学
部
公
衆
衛
生
学
教
室
と
共
同
で

、

「
重

信
町
高
齢
者
総
合
健
康
調
査
」
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

こ
の
調
査
は

、

町
内
に
住
む

六
十

i
八
十
四
歳
の
方
全
員
ご
九
九
六
年

一
月

一
日
現
在
で
四
千
三
百
四
名
)
を
対
象
と
し

た
も
の
で

、

愛
大
医
学
部
の
学
生
が

一
人

一

人
に
直
接
お
会
い
し
た
上
で
、
本
人
よ
り
生

活
状
況
や
健
康
状
態
、
生
活
習
慣
さ
ら
に
は

町
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る
保
健
や
福
祉
事

業
の
周
知
状
況
を
お

尋
ね
し
て
い
ま
す

。
三

月
末
現
在
で
、
町
内
九
地
区
計三
千
十
七
名

か
ら
の
聞
き
取
り
が
終
了
し
ま
し
た

。

平
成

九
年
度
も
引
き
続
き
行
わ
れ

、

今
後

、

町
内

の
高
齢
即
者
の
健
康
づ
く
り
対
策
に
生
か
さ

れ
る
予
定
で
す
。
今
回
、
大学
側
で
調
査
を

主
に
担
当
し
て
い
る
新
開
省
二
助
教
授
に
、

こ
れ
ま
で
に
集
計
の
終
わ
っ
た
分
の
概
要

を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

川
対
象

集
計
が
終
わ
っ

た
の
は
町
内
七
地
区
(
横

河
原

、

樋
口
、
上
村
、
見
奈
良
、
牛
湖、

西

岡
、

上
林
)
の
六
十
l
八
十
四
歳
の
高
齢
者

千
九
百
五
十
七
名
(
男
八
百三
十
三
名
、
女

千
百
四
名
)
で
す
。
こ
の
う
ち
約
八
割
の
方

か
ら
ご
協
力
を
得
ま
し
た

。

山
家
族
構
成
l
独
居
は
検
河
原
に
多
く
、
三

世
代
は
上
林
、
西
岡
、
上
村
に
多
い
l

全
体
の
世
帯
構
成
は
、
独
居
(
九
・
八
%
)
、

高
齢
夫
婦
(
三
五
・
八
%
)
、
二
世
代
会
=
ハ
・

八
%
)
、
三
世
代
(
二
七
・
六
%
)
で
、
平
均
家

族
人
数
は
三
・
三
人
で
し
た
。

問
主
観
的
な
健
康
感
l
男
が
女
よ
り
『
健

康
」
と
答
え
る
傾
向
に
あ
る
1

「
非
常
に
健
康
だ
と
思
う
」
男
二
了
一
%、

女
一
一
・
九
%
、
「
ま
あ
健
康
な
方
だ
と
思

う
」
男
五

一
・
三
%
、
女
五
五
・
三
%、

「
あ

ま
り
健
康
で
は
な
い
」
男
二
ハ
・
七
%

、

女

二
0
・
九
%
、
「
健
康
で
は
な
い
」
男
一0
・

一
%
、
女
一
一
・
四
%
。

州
自
覚
症
状
l
自
の
疲
れ
や
肩
ニ
り
、
腰
痛

の
訴
え
が
多
い
1

男
女
と
も
目
の
疲
れ
(
五

0
・
九
%
)
、
肩

こ
り
(
四
六
・
七
%
)
、
腰
痛
(
四
六
・
七
%
)

の
訴
え
が
多
く
、
男
よ
り
女
の
訴
え
が
高
率

で
し
た
。

間
通
院
状
況
l
過
去
一
ヶ
月
の
通
院
率
は
、

男
六
割
、
女
七
割
|

通
院
状
況
を
示
し
た
の
が

、

図
ー
で
す
。

性
別
で
は
、
男
で
糖
尿
病
と
歯
の
病
気
、
女

で
骨
・
運
動
器
系
疾
患
と
白
内
障
が
多
い
特

徴
が
あ
り
ま
し
た
。

35 
% 

図 1. 通院の原因疾患
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通院者に占める割合
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む
蒜
弔
問

間
入
院
状
況
l
過
去
一
年
の
入
院
率
は
、
男

女
と
も
二
割
弱
1

男
女
と
も
七
十
五
歳
以
降
で
入
院
率
は

高
く
な
っ
て
い
ま
し
た

。

入
院
の
原
因
疾
患

は
、

骨
折
(
十
七
人
)、

気
管
支
・
肺
炎
(
十
五

人
)、

脳
卒
中
(
十
四
人
)、

肝
炎
・
肝
硬
変
(
十

四
人
)
、
白
内
隊
(
十三
人
)
な
ど
で
し
た
。

川
痴
呆
出
現
率
|
「
痴
呆
」
と
判
定
さ
れ
た

人
は
、
男
十
八
人
、
女
三
十
七
人
l

痴
呆
の
出
現
率
は

、

男
三
・
二
%

、

女
四
・

六
%
で
し
た
(
図
2
)
。
中
等
度
以
上
の
進
ん

だ
痴
呆
は
、
男
六
人
、
女
九
人
お
ら
れ
ま
し

た

槍尿病
一ート男 ー白- .1< 

2%品.-/

日%工二与旦
60- 65- 70-

年齢階級

率現出の呆痴の固
耳級階齢

聞
年2

%

%

%

%

%

 

図

l

出
現
率

川
移
動
能
力
l
『
ひ
と
り
で
外
出
・
遺
出
で

き
る
」
人
は
、
加
齢
聞
と
と
も
に
減
少
l

自
分
の
足
で
1

同
不
自
由
な
く
歩
け
る

12% 

80 

割
合
を
示
し
た

も
の

が
図
3

で
す

。

男
よ
り
も

女
で
移
動
能
力
が
低
下
し

や

す
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た

。
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図
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眺
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川
間
「
う
つ
」
出
現
率
|
女
お
よ
び
高
働
者
ほ

ど
多
い
l

「
抑
う
つ
傾
向
」
と
判
定
さ
れ
た
人
は
合
計

三
十

一
人
お
ら
れ
、
女
お
よ
び
高
齢
者
に
多

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た

。

側
生
活
満
足
度
l
女
で
は
加
齢
と
と
も
に

低
下

男
で
は
ど
の
年
代
も
ほ
ぼ
同
じ
程
度
の

満
足
度
で
し
た
が

、

女
で
は
年
齢
と
と
も
に

低
下
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

川
日
常
の
生
活
習
慣
l
男
女
差
、
年
齢
差
、

地
域
差
あ
り
l

①
普
段
の
睡
眠
時
間
は
男
の
方
が
長
く
、
ま

た
、
睡
眠
の
具
合
で
は
、
男
の
方
が
よ
く

眠
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

②
喫
煙
率
、
男
四
0
・
五
%
、
女
六
・
一
%
。

③
「
毎
日
飲
酒
」
す
る
人
は
、
男
で
四
四
・

五
%
、
女
で
九
・
O
%
で
し
た
。
男
の
「
毎

日
飲
酒
」
す
る
人
の
割
合
は
、
三
四
・
四
%

の
地
区
か
ら
五
四
・
一
%
の
地
区
が
あ

り
、
明
ら
か
な
地
減
差
が
あ
り
ま
し
た
。

④
食
習
慣
の
う
ち
、
「
朝
食
を
欠
食
す
る
」
人

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
「
塩
分
を
と
り
す
ぎ

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
」
の
は
、
男
六
九
・

一
%
、
女
七
八
・
九
%
で
し
た
。
「
塩
分
:

・
」

は
、
地
区
に
よ
り
五
二
二
二
%
か
ら
七
八
・

一
%
と
差
が
あ
り
ま
し
た
。
主
要
な
食
品

の
摂
取
頻
度
に
も
男
女
差
、
地
域
差
が
あ

り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
牛
乳
と
緑
黄
色
野

菜
の
摂
取
頻
度
は
女
が
男
よ
り
も
高
く
、

肉
類
を
二
日
に
一
回
以
上
と
る
割
合
は
、

75-

三
五
・

六
%

l
六

一
・
八
%
と
地
域
に
よ

っ
て
か
な
り
の

差
が
あ
り
ま
し
た

。

⑤
散
歩
や
体
操
を
定
期
的
に
し
て
い
る
人

は
、

男
五
0

・
二
%
、
女
五
六
・
五
%
で

し
た

。
一
方
、
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
定
期

的
に
し
て
い
る
の
は
全
体
で
十
人
中

一

人
と
少
な
く
、
そ
の
内

容
は
ゲ
ー
ト
ポ
ー

ル
、
ゴ
ル
フ

、

ダ
ン
ス
な
ど
で
し
た
。

⑥
趣
味
や
稽
古
事
を
、
男
女
と
も
約
三
割
が

「
よ
く
す
る
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

⑦
頼
れ
る
人
の
有
侃
山
につ
い
て
は

、
高
齢
者

の
世
帯
構
成
に
依
存
し
て
、
大
き
な
差
が

あ
り
ま
し
た
。

間
保
健
事
業
へ
の
参
加
l
過
去
一
年
間
の

一
一
般
健
診
受
診
率
は
、
男
六
九
・
一
%
、

女
六
回
・
七
%
|

一
方
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
い
ず
れ
も

四
O
%
前
後
と
低
率
で
し
た
。
各
公
民
館
で

の
血
圧
測
定
は
四
二
・
九
%
が
利
用
し
、
健

康
教
室
等
の
利
用
は
主
に
女
性
で
し
た

。

附
循
祉
事
業
の
周
知
率

各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
率
は

、

「
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
」
(
八

0

・
九
%
)
、

「
保
健
婦
に
よ
る
訪
問
指
導
」
(

六
三



O
%
)
は
高
か
っ
た
の
で
す
が
、
「
こ
ん
に
ち

わ
コ
l
ル
」
(
三
一
・
一
%
)、

「
老
人
福
祉
電

話
」
(
三三
・
五
%
)
、
「
緊
急
通
報
装
置
」
(
三

八
・
七
%
)
は
非
常
に
低
率
で
し
た
。

健
や
か
な
老
い

、

す
な
わ
ち
健
康
で

自
立
し
た
老
後
は
、
み
ん
な
の
願
い
で

す
。

若
い
時
期
か
ら
生
活
習
慣
に
注
意

し
、
成
人
病
を
予
防
し
て
い
く
こ
と
、
さ

ら
に
老
年
期
で
は
、
低
下
し
が
ち
な
身

体
や
精
神
の
働
き
を
で
き
る
だ
け
確
保

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
住
民
の
、
あ
る
い
は
町
の
施
策

と
し
て
、
現
在
何
が
不
十
分
で
今
後
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
、
本
調
査

か
ら
大
変
参
考
に
な
る
結
果
が
得
ら
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
平
成
九
年
度
で
全
員

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
糠
取
が
終
わ
り
ま
す

の
で
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
今
後
、
町


大
学
l
町
民
が
一
緒
に
な
っ
て
考
、え
て

ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
夏
、
大
発
生
し
た
病

原
性
大
腸
菌
0
1
1
5
7

に
よ

る
食
中
毒
が
ま
た
発
生
し
て
い

ま
す
。

0
1
1
5
7

は
他
の
食
中
毒

菌
と
同
様
に
熱
に
弱
く
、
加
熱

に
よ

っ
て
死
滅
し
ま
す
。
ま
た
、

ど
の
消
毒
剤
で
も
容
易
に
死
滅

し
ま
す
。

普
段
の
生
活
で
気
を
つ
け
て

い
れ
ば
、
十
分
予
防
で
き
ま
す
。

次
の
点
に
ご
注
意
下
さ
い
。

-
加
熱
前
の
食
肉
類
な
ど
の

食
品
か
ら
、
加
熱
調
理
済
の

食
品
が
二
次
汚
染
を
受
け
な

い
よ
う
、
手
指
や
調
理
器
具

は
十
分
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

2
0
1
1
5
7

は
河
℃
1

分

以
上
の
加
熱
で
死
滅
し
ま

す
。
調
理
す
る
時
は
、
十
分

に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

3

調
理
し
た
食
品
は
速
や
か

に
食
べ
ま
し
ょ
う
。
す
ぐ
に

食
べ
ら
れ
な
い
時
は
、
冷
蔵

庫
に
入
れ
低
温
で
保
存
し
、

菌
の
増
殖
を
防
ぎ
ま
し
ょ

、
つノ
。

4
井
戸
水
や
受
水
槽
の
衛
生

管
理
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

5

生
肉
が
触
れ
た
ま
な
板
・

包
丁
・
食
器
等
は
熱
湯
等
で

十
分
消
毒
し
、
手
も
洗
い
ま

し
ょ
、
っ
。
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コ
ン
ニ
チ
ワ

生
活
環
境
課
で
す

「
い
ろ
ん
な
課
が
あ
る
け
ど
、
ど

の
課
が
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る

の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
」
と
か

「
こ
う
い
う
時
は
、
ど
の
課
に
行

け
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
」
な

ど
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
役

場
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
よ
く
聞

か
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
月
よ
り
、
順
次
、

各
課
の
仕
事
内
容
を
わ
か
り
や
す

く
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
一
回
目
は
、
町
民
の
み
な
さ

ん
の
生
活
に
直
接
関
わ
っ
て
い
る

生
活
環
境
課
で
す
。

こ
の
課
は
、
昨
年
四
月
の
機
構

改
革
に
よ
り
、
環
境
対
策
及
び
清

掃
に
関
す
る
業
務
等
が
、
福
祉
課

か
ら
分
離
し
、
で
き
た
課
で
す
。

ま
た
、
新
築
さ
れ
た
重
信
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
四
月
よ
り

町
内
か
ら
排
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み

の
焼
却
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

担
当
課
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま

し
た
。

。 ι -‘すç" ~) 、7 

生
活
環
境
課
で
は
ど
ん
な

仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
。

一
般
廃
棄
物
(
ご
み
、
し
尿
な

ど
)
の
収
集
と
清
掃
、
公
安
ロ
(
悪
臭
、

騒
音
、
振
動
、
汚
水
な
ど
て
畜
犬

登
録
及
ぴ
野
犬
対
策
、
火
葬
場
及

び
墓
地
、
浄
化
槽
、
そ
の
他
環
境

対
策
に
関
す
る
仕
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。

昨
年
H
月
か
ら
指
定
ご
み
袋

制
度
を
導
入
し
ま
し
た
が

そ
の
効
果
は
?

燃
え
る
ご
み
の
量
が
確
実
に
減

少
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
同
時

に
、
集
積
場
が
、
ル
ー
ル
を
守
っ

て
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
と
集
積
場

で
お
世
話
い
た
だ
く
方
々
の
ご
努

力
に
よ
っ
て
か
な
り
き
れ
い
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
反
面
問
題
も
出
て

き
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、
集
積
場

に
出
す
ご
み
を
減
ら
す
た
め
、
野

焼
き
を
す
る
方
が
増
え
て
い
る
こ

と
で
す
。
焼
却
処
理
施
設
で
は
、

排
ガ
ス
測
定
器
等
の
監
視
の
下
、

適
正
な
燃
焼
管
理
を
行
い
、
処
理

し
て
い
る
の
に
対
し
、
野
焼
き
の

場
合
、
燃
や
す
も
の
に
よ
っ
て
は

有
害
な
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
も
発
生

し
て
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
風
向
や
隣
と
の
距
離
も
考
え
、

慎
重
に
対
処
を
お
願
い
し
ま
す
。

違
反
ご
み
が
山
積
み
さ
れ
て

い
る
集
積
場
が
あ
り
ま
す
ね
。

こ
れ
ら
の
悪
質
な
違
反
者
に
対

し
て
は
引
き
続
き
個
別
に
通
知
を

す
る
と
同
時
に
、
氏
名
等
の
公
表

な
ど
も
検
討
し
て
い
ま
す

。

4
月
か
ら
「
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
法
」
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
が
、
重
信
町
で
の

取
り
組
み
は
つ
・

先
に
も
ふ
れ
ま
し
た
が
、
燃
え

る
ご
み
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
不

燃
物
の
増
加
が
目
に
付
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

現
在
、
資
源
化
物
(
ぴ
ん
・
缶
・
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
等
)
の
分
別
収
集
の

実
施
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
実
施

に
あ
た
っ
て
は
各
地
区
で
説
明
会

を
行
い
、
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聴

き
し
な
が
ら
進
め
る
予
定
で
す
。

町
民
の
方
へ
のお

願
い
は
つ
・

生活環境課職員

最
終
処
分
場
の
延
命
と
限
り
あ

る
資
源
の
有
効
利
用
の
た
め
、
分

別
収
集
は
、
避
け
る
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
、
実
施
段
階
に
お
き

ま
し
て
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
可
燃
物
・
不
燃
物
・
粗

大
ご
み
を
出
さ
れ
る
と
き
は
、
そ

れ
ぞ
れ
ご
自
分
の
区
域
へ
ル
l

ル

を
守
っ
て
出
し
て
下
さ
い
。

野
犬
対
策
に
つ
い
て
は
、
随
時

捕
獲
等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
一

部
の
地
区
で
は
、
野
犬
が
集
固
化

す
る
な
ど
だ
ん
だ
ん
と
難
し
く
な

っ
て
い
ま
す

。

飼
い
犬
は
必
ず
つ

な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
れ
は
お
願
い
マ
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
町
営
墓
地
は
、
既
存
の

墓
地
は
完
売
と
な
っ
て
お
り
、
今

年
度
新
規
に
拡
張
工
事
を
行
い
、

平
成
十
年
に
売
り
出
す
予
定
で
す
。

詳
細
は
、
後
日
広
報
等
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

重
信
町
の
豊
か
な
み
ど
り
と
き

れ
い
な
水
、
そ
し
て
空
気
と
光
。

2

こ
の
す
ば
ら
し
い
環
境
を
守
り
育

缶

て
、
次
の
世
代
へ
渡
す
の
も
私
達

弘

の
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

河

ら
は
全
て
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
4

な
し
で
は
推
進
で
き
な
い
も
の
で

俄

あ
り
、
引
き
続
き
格
別
の
ご
協
力

∞

を
お
願
い
し
ま
す
。

fa斗
・

p
n
u
 

n
『M冨 ②匂か匂ゆ宅ゆ匂生活環境課は役場別館lFにありますユ

重信クリーンセンター職員

先
日
、
不
燃
物
回
収
作
業
中

に
、
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

付
近
の
住
民
の
方
々
の
ご
迷
惑

に
な
っ
た
ほ
か
、
回
収
作
業
も

遅
れ
ま
し
た
。
原
因
と
し
て
、

不
燃
物
の
摩
擦
に
よ
り
出
た
火

花
が
、
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ

ト
式
ガ
ス
ボ
ン
べ
か
ら
出
た
ガ

ス
に
引
火
し
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト

式
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
、
使
い
切
っ

て
、
安
全
な
と
こ
ろ
で
穴
を
あ

け
て
か
ら
出
す
よ
う
に
し
て
下

支
』
い
。

@伝活畑町ゆ@



日

申
し

込
み
・
問
い
合
わ

せ
先

町
民
会
館
内

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

箇
九
六
四
l

一
五
O
O
附

一
人
芝
居
「
冬
の
銀
河
」
公
演

ー
エ
イ
ズ
と
共
に
生
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て
|

こ
の

一
人
芝
居
は
、
演
者
茅
野

明
さ
ん
の
友
人

で
あ
る
草
伏
村
生

さ
ん
の
著
書
「

冬
の
銀
河
1

エ
イ

ズ
と
闘
う
あ
る
血
友
病
患
者
の
訴

え
i

」

を
も
と
に
、
草
伏
き
ん
の

状
況
、
社
会
の
状
況
等
を
取
り
入

れ
な
が
ら
構
成
さ
れ
た
約
一
時
間

半
の
語
り
で
す
。
草
伏
さ
ん
の
詩

に
曲
を
つ

け
た
歌
や
、
H
I

V
事

務
局
日
誌
の
朗
読
を
織
り
混
ぜ
な

が
ら
、
四
部
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。原

作
者
で
も
あ
る
草
伏
さ
ん

は
、
九
年
以
上
も
前
か
ら
H
I

V

の
運
動
を
地
道
に
続
け
て
来
ま

し

た
。
そ
し
て
何
人
も
の
仲
間
た
ち

の
た
め
に
奔
走
し
て
き
ま
し
た
。

「

感
染
者
だ
っ
て
生
き
て
い
た

い
、
働
き
た
い
、
結
婚
し
た
い
、

子
供
を
育
て
た
い
、
そ
ん
な
普
通

の
事
が
で
き
る
社
会
に
す
る
た
め

に
生
き
抜
い
て
訴
え
続
け
た
い
。
」

(
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

よ
り
)
と
活

動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
草
伏
さ
ん
は
亡
く

な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
「

冬
の

銀
河
」

の
演
者
茅
野
さ
ん
は
、
懸

命
の
治
療
を
続
け
な
が
ら
患
者
、

家
族
へ
の
支
援
に
奔
走
し

た
草
伏

さ
ん
の
生
き
ざ
ま
を
こ
の

一
人
芝

居
で
訴
え
ま

す
。

日
時

五
月
三
十
日
幽

午
後
七
時
三
十
分
1

町
民
会
館
大
ホ
l

ル

重
信
町
文
化
協
会

重
信
町
教
育
委
員
会

前
売
四
百

円

(
小
学
生
以
上
)

当
日

四
百
五
十
円
(
H
)

料後主場
金援催所

手

教

室

話

手
話
を

習
っ
て
み
ま
せ
ん
か

デキル

日
程

六
月
十
一
・
二
十
五
日

七
月
九
・
二
十
三
日

八
月
六
・
二
十
日

九
月
三

・
十
七
日

十
月
一
・

十
五
日

十
一
月
五
・

十
九
日

十
二
月
三
・

十
七
日

一
月
二
十

一
・

二
十
八
日

一
一
月
四
・
十
八
日

(
す
べ
て
水
曜
日
)

中初 時
級級 間

午
後
七
時
1

八
時
三
十
分

午
後
八
時
四
十
分
i

九
時
四
十
分

場
所
町

民
会
館

教
材
費

六
O
O
円

(
テ
キ
ス
ト
代
)

講
師

愛
媛
県
手
話
サ
ー
ク
ル
連

絡
協
議
会
会
長
河
野
静
枝
先

生
、
奥
原
し
の
ぶ
先
生

申
込
締
切

五
月
三
十
日
働

天
体
望
遠
鏡
の

取
扱
い
講
習
会

五
月
二
十
日
ω

午
後
七
時
三
十
分
l

町
民
会
館

第
一
・

二
研
修
室

四
国
天
文
協
会
会
員

堀
寿
夫
先
生

募
集
人
数

二
十
人

(
親
子
で
の
参
加
も
可
)

受
講
料

無
料

申
込
期
限

五
月
十
六
日
働

日
時

会
場

講
師中

国
の
歴
史
と文

化
講
座

「

二
十
一
世
紀
は
中
国
の
世
紀
」

と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
講
座
で

は
、
中
国
の
歴
史
と
文

化
を
新
た

な
視
点
か
ら
分
析
し
、
中
国
が
日

本
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
な
国
で

あ
る
か
を
学
習

し
ま
す

。

実施日 講座

6/6 樹 中国のもつ魅力と不思議

6/13 ~創 // 

6/20 ~金) 中国の社会と人間

6/27 (金) // 

7/4 後)
中国人の 日本観と

日中関係の将来

7/11 &島) // 

募
集
人
員

二
十
名

受
講
料

無
料

講
師

愛
媛
大
学
教
授
・

広

島
大
学
名
誉
教
授
・

上
海
夜
且
大

学
客
員
教
授

小
林
文
男
先
生

申
込
締
切

五
月
三
十
日
樹

中
央
料
理
教
室

対
象

町
内

在
住
女
性
(
職
場
が

町
内
の
方
も
可
)
三
十
名

六
月
十
二
・

十
九
日
、
七

月
十
日
、
九
月
十
一
日
、

十
月
二
日

午
前
九
時
三
十
分
l十

二
時

町
民
会
館
栄
養
指
導
室

内
容

季
節
に
応
じ
た
家
庭
料
理

参
加
費

一
一
一
、
0
0
0
円

γ

(
材
料
費
の
み
)
よ

講
師

松
山
シ
ェ
フ
ル
l

ル

ま

高
橋
博
子
先
生

九

申
込
締
切

五
月
三
十
日
幽

吋
'i
>ぷふJつ+AF 

犬

日
程

時
間福

寿

⑦宅泡4泡〆￡⑫-æ宅島宅忠信児~'é!)

大

学

日
時

五
月
二
十
七
日
ω

午
後

一
時
三
十
分
l

町
民
会
館
二
階
研
修
室

「
歴
史
と
人
間
」

ー

毛
利
元
就
の
生
き
様
l

生
涯
学
習
推
進
講
師

大
野
慶
一
先
生

講場
漬所

講
師
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知
っ
て
い
ま
す
か

「
人
権
擁
護
施
策
推
進
法
」

昨
年
十
二
月
、
「
人
権
擁
護
施
策

推
進
法
」
と
い
う
法
律
が
国
会
で

成
立
し
ま

し
た
。

国
は
、
昭
和
四
十
四
年
、
同
和

問
題
を
解
決
す
る
た
め
、「
同
和
対

策
事
業
特
別
措
置
法
」

を
成
立
さ

せ
、
こ
の
問
題
の
早
期
解
決
に
取

り
組
み
、
そ
の
後
、
法
律
を
延
長

し
た
り
、
名
称
を
変
え
た
り

し

て

き
ま

し

た
が
、
今
年
三
月
末
日
で

期
限
切
れ
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
同
和
対
策
の
特
別

法
は
、
当
時
劣
悪
な
環
境
に
あ
っ

た
同
和

地
区
の
実
態
(
実
態
的
差

別
)
の
改
善
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た

。

け
れ
ど
も
、
残
念
な
が
ら
、
結

婚
と
か
就
職
、
あ
る
い
は
日
常
生

活
の
中
で
の
差
別
事
象
が
依
然
と

し
て
発
生
し
、
差
別
意
識
(
心
理
的

差
別
)
の
解
消
に
い
た
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

一
方
、
人
権
問
題
へ
の
国
際
的

な
関

心
の
高
ま
り
は
、
日
本
に
お
い
て

も
、
昨
年
一
月
の

「
人
種
差
別
撤
廃
条

約
」
の
加
入
、
平
成
五
年
か
ら
ス
タ
ー

ト
し

た

「
人
権
教
育
の
国
連
の
十
年
」

と
あ
い

ま

っ
て
、
人
権
教
育
の
大
切
さ

が
望
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

こ
う

し

た
背
景
を
ふ
ま

え
、
今
ま

で

の
同
和
対
策
が
不
十
分
で
あ
っ
た
差
別

意
識
や
人
権
思
想
の
欠
如
の
克
服
へ
重

点
を
置
い
た
施
策
に
取
り
組
む
た
め
の

法
律
が
、
こ
の
た
び
成
立
し
た
「
人
権

擁
護
施
策
推
進
法
L

で
す
。

こ
の
法
律
の
特
色
は
、
五
年
間
の
時

限
立
法
で
、
人
権
擁
護
施
策
推
進
審
議

会
を
設
け

、

「
人
権
尊
重
の
考
え
方
を
深

め
る
た
め
の
教
育
」
に
つ
い
て
は

二
年

を
目

処
に
、
「
人
権
が
侵
害
さ
れ
た
被
害

者
の
救
済
」
に
つ
い
て
は

五
年
を
目
処

に
意
見
を
出
し
て
も
ら
う
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
法
律
の
中
に
は
、

「
同
和
問
題
」
の
文
字
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
第
一
条
の
目
的
に
、
「
社
会
的
身
分
、

門
地
」
に
よ
る
不
当
な
差
別
の
発
生
と

い
う
文
言
、
さ
ら
に
、
法
務
大
臣
の
国

会
へ
の
提
案
理
由
説
明
で
、
「
今
日
に
お

い
て
も
、
同
和
問
題
等
社
会
的
身
分
や

門
地
に
よ
る
不
当
な
差
別
」

そ
し

て
、

「
-
』
れ
が
同
和
問
題
の
早
期
解
決
の
た

め
に
も
不
可
欠
と
考
え
、
こ
の
法
案
を

提
出
す
る
。

」
と

し

め
く
く
っ
て
い
る
こ

と
か
ら

同
和
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
を

主
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

た
だ
、
今
ま
で
の
同
和
対
策
の
特
別

法
と
違
っ
て
、
「
同
和
問
題
を
人
権
問
題

と
い
う
本
質
か
ら
と
ら
え
」
「
四
-
の
問
題

の
解
決
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
を

人
権
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
の
解

決
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
、
広
が
り

を
も
っ
た
現
実
の
課
題
」
と
い
う
よ
う

に
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
、
そ
の
他

の
人
権
侵
害
を
克
服
す
る
も
の
に
ひ
ろ

げ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
新
し
い
法
律
が
で
き
た

か
ら
、
人
権
教
育
に
力
を
入
れ
て
同
和

問
題
解
決
へ
の
取
り
組
み
を
弱
め
て
い

こ
う
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん

し
、
同
和
問
題
だ
け
を
人
権
教
育
と
し

て
取
り
上
げ
て

い
こ
う
と
す
る
も
の
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
同
和
問
題
と

他
の
人
権
問

題
と
の
つ
な
が
り
を
明
ら
か
に
し
な
が

ら
、
部
落
差

別
を
は
じ
め

あ
ら
ゆ
る
差

別
の
解
消
を
目
指
す
取
り
組
み
を
推
進

し

て
い
く
こ
と
が
強
く
望
ま

れ
ま
す
。

今
年
の
五
月
三
日
で
新
し
い
憲
法
が

制
定
さ
れ
て
満
五
十
年
を
迎
え

ま

す
。

こ
の
憲
法
の
も
と

、

基
本
的
人
権
の
尊

重
の
理
念
は
、
国
民
の
中
に
根
づ
い
て

き
ま
し
た
が
、
部
落
差

別
を
は
じ
め
、

い
ろ
い
ろ
な
差

別
の
問
題
が
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

「

人
権
擁
護
施
策
推
進
法
」

が
、
憲
法

十
四
条
の
目
指
す
「

差
別
の
な
い
社
会
」

の
実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

いν
じ
杭
を
恕
く
守
た
M
mに

重
信
町
い
じ
め
対
策
連
絡
会
議

重
信
町
い
じ
め
対
策
会
議
で
、
平
成
八
年
度
の
反
省
と
新し

い
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
熱

心
な
協
議
が
行
な
わ
れ
ま

し

た
。
そ
の
中
か
ら
、
次
の
二
点
を
具
体
的
な
運
動
目
標
と
し

て
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
、
早

速
、
行
動
に
移
し
ま
し
ょ
う
。

子
供
と
遊
ぶ
温
副

声
か
け
運
動

⑨
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
方
へ

う
ち
の
子
も
、
よ
そ
の
子
も
、
よ
い
子
に

⑨
役
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ

啓
発
活
動
に
努
め
、
具
体
的
実
践
の
行
動
を

⑨
全
町
民
の
皆
さ
ん

へ

地
域
づ
き
合
い
(
組
づ
き
合
い
)
を
大
切
に

⑨
学
校
の
先
生
方
へ

「
声
か
け
運
動
」
と
「
子
供
と
遊
ぶ
週
一
動
」
の
環
境
づ
〈
り
を
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五
月
十
一
日
よ
り
毎
週
日
曜

日
、
農
家
の
方
が
自
主
的
に
運
営

す
る
。
日
曜
ふ
れ
あ
い
市
。
が
聞

か
れ
ま
す
。

準
備
に
大
忙
し
の
ふ
れ
あ
い
市

実
行
委
員
会
長
の
丹
生
谷
孝
江
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
ふ
れ
あ
い
市
が
作
ら
れ
た
目
的

は
何
で
す
か
。
」

会
長
「
ま
ず
、
農
産
物
の
有
効
利

用
を
図
り
な
が
ら
、
販
売
を
通

じ
て
、
消
費
者
と
の
交
流
も
図

り
、
農
村
や
農
業
に
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
余
剰
農
産
物

を
活
用
し
た
手
づ
く
り
加
工
品

な
ど
も
販
売
し
ま
す
。
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
」

「
ど
う
い
う
方
法
で
運
営
さ
れ
ま

す
か
。
」

会
長
「
重
信
町
内
の
農
家
の
方
な

ら
年
会
費
二
千
円
で
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
販
売
は
、

当
面
は
J
A

重
信
町
女
性
部
と

重
信
町
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
が

当
番
制
で
あ
た
り
ま
す
が
、
売

上
の
一
割
を
負
担
し
て
い
た
だ

き
、
年
会
費
と
合
わ
せ
て
市
の

運
営
費
に
あ
て
ま
す
。
」

「
開
催
日
時
・
場
所
を
教
え
て
下

さ
い
。
」

会
長
「
毎
週
日
曜
日
、
午
前
九
時

か
ら
午
後
一
時
ま
で
、
J
A

重

信
町
南
吉
井
支
所
で
開
催
し
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
毎
月
第
一
日

曜
日
に
本
所
で
行
な
っ
て
い
た

ふ
れ
あ
い
市
は
な
く
な
り
ま

す
。

」

「
ふ
れ
あ
い
市
の
P
R

を
し
て
下

さ
い
。
」

会
長
「
新
鮮
で
安
全
な
野
菜
、
果

物
ま
た
花
、
お
ふ
く
ろ
の
味
を

添
え
た
加
工
品
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

農
家
の
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
、

ま
た
消
費
者
の
み
な
き
ん
と
の

交
流
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
」

詳
し
く
は
丹
生
谷
さ
ん
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い

。

宮
九
六
四
l
六
O
五
二

鐙
強
大
挙
屋
組
事
部

第
幻
国
医
挙
祭

テ
ー
マ

T
R
A
N
S
B
O
R
D
E
R
/

越
境

開
催
日
/
5
月
初
日
樹
午
後
1
6
月
1

日
目

場
所

/
愛
媛
大
学
医
学
部
重
信
キ
ャ
ン
パ
ス

主
な
イ
ベ
ン
ト

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

れ
日
午
後
1

時
j
3

時

「
僕
が
医
者
を
や
め
た
理

由
」
の
著
者
永
井
明
氏
を

迎
え
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

市
民
講
座

れ
日
午
後
3
時

j

「
骨
髄
移
植
」
に
つ
い
て

学
生
と
一
般
か
ら
の
希
望

者
の
研
究
発
表

妊
婦
体
験

引
日
・

1

日

午
前
川
時
j

午
後
5

時

妊
婦
さ
ん
の
生
活
を
無
料

で
体
験
(
男
女
問
わ
ず
)

砂
国
境
な
き
医
師
団
。
写
真
展

松
山
で
大
き
な
反
響
を
得

た
写
真
展
(
無
料
)

体
験
乗
馬

引
田
口
時

j

馬
が
医
学
部
に
/

学
祭
な
ら
で
は
の
価
格
で

乗
馬
で
き
ま
す

健
康
相
談

引
日
午
後
1

時
j
4

時

1

日
午
前
川
時
i

午
後
4

時

あ
な
た
の
健
康
を
チ
ェ
ッ

ク
/
医
師
・
看
護
婦
・
学

生
に
よ
る
無
料
健
康
相
談

フ
リ

l

マ
ー
ケ
ッ
ト

引
日
・

1

日

午
前
叩
時
j

午
後
5

時

品
物
を
一
般
か
ら
募
集

思
わ
ぬ
掘
り
出
し
物
に
出

会
え
る
か
も
。
出
店
希
望
の

方
は
実
行
委
員
会
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
大
学
医
学
祭
実
行
委
員
会

ま
で

冨
九
六
四
・
六
八
九
O

※
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
い
人
は

前
も
っ
て
御
連
絡
下
さ
い
。

総
合
公
園
建
設
・
ほ
場
整
備

に
と
も
な
う
平
成
五
年
か
ら
八

年
ま
で
の
四
か
年
間
の
発
掘
調

査
の
総
ま
と
め
の
公
開
で
す
。

重
信
の
古
代
が
悟
る

北
の
ロ
マ
ン
・
南
の
夢
展

志
津
川
古
墳
群
・
拝
志
古
察
群

発
掘
聞
査
報
告
展

奈
良
元
興
寺
文

化
財
研
究
所

で
保
存
措
置
が
施
さ
れ
た
金
銀

の
耳
環
が
輝
き
、
昭
和
四
十
一

年
の
調
査
で
発
掘
さ
れ
た
軒
瓦

片
と
今
回
発
掘
さ
れ
た
も
の
と

が
き
ち
っ
と
合
う
な
ど
、
古
代

の
夢
が
限
り
な
く
広
が
る
展
示

で
す
。
五
月
七
日
附
か
ら
九
月

末
ま
で

②宅泡，;~洛屯泡〆以吾匂四国電力側松山支店

-
五
月
の
休
館
日
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ま
ご
こ
ろ
銀
行
だ
よ
り

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

平
成
九
年
度
か
ら
、
重
信
ま
ご
こ

ろ
銀
行
を
設
置
し
、
町
民
の
皆
様

か
ら
の
寄
付
金
を
ま
ご
こ
ろ
銀
行

に
て
お
預
か
り
し
、
社
会
福
祉
事

業
に
活
用
き
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

重
信
ま
ご
こ
ろ
銀
行
に
次
の
方

か
ら
金
一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

た
。
温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
(
敬
称
略
)

〈
一
般
寄
付
〉

喫
茶
み

っ
ち
ゃ
ん

〈
香
典
返
し
〉

野
中
態
朝
(
田
窪
)
亡
妹
・
文

弁
門
義
夫
(
牛
測
)
亡
子
・
義
明

森
博
(
下
林
)
亡
父
・
秀
一

森
久
満
(
上
林
)
亡
妻
・
美
代
子

松
岡
貞
雄
(
見
奈
良
)
亡
母
・
コ
マ
ヨ

森
正
子
(
下
林
)
亡
夫
・
築
造

水
沼
安
美
(
群
馬
県
)

亡
母
・
尾
首
稲
子
(
牛
測
団
地
)

ぷ ι ーすれミ.11 

子
育
て
相
談
事
業

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
礼
幼
児
の
子
育
て
に
関
す
る

悩
み
ご
と
の
相
談
に
応
じ
る
「
子

育
て
相
談
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

相
談
日
時

・毎
月
第
三
木
曜
日

午
後
一
時
i

三
時

相
談
場
所

町
民
会
館
一
階
休
憩
室

相
談
員

主
任
児
童
委
員
・
保
健
婦

問
い
合
わ
せ
先

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会

箇
九
六
四
l

一
五
九
七

自
衛
隊
松
山
駐
屯
地

創
立
位
周
年
記
念
行
事

日
時
五
月
二
十
五
日
嗣

午
前
九
時
i

午
後
三
時
(
催
し

物
は
午
前
十
時
1
)

場
所
松
山
駐
屯
地

(
松
山
市
南
梅
本
町
乙
一
一
五
)

催
し
物

式
典
、
訓
練
展
示
、
ジ
ー
プ
試

乗
、
そ
の
他
子
供
か
ら
若
い
年

代
の
人
達
が
楽
し
め
る
催
し
物

が
沢
山
あ
り
ま
す
。

(
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で

な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
下
き
い
。
)

あなたの声が道づくりにいかされます

21世紀の道路のあり方について、

意見をお寄せ下さい。

今回、新たな道路計画の基本的考え方の「中間とりまとめ」

を作成しました。

国民のニーズに対応できる道づくりをするために、この

「中間とりまとめ」を通じて、これまでの道路政策を見直し、

あらためてみなさんからご意見をいただきたいと思います。

建設省の諮問機関である道路審議会では、 '21世紀の生活

とみちを考える委員会」を設け、 平成10年度からスタートす

る新しい道路計画をつくるための検討を進めています。「中

間とりまとめ」では、今後の道路政策のめざすべき方向や、

渋滞の緩和・くらしと道のかかわり・交通安全の確保などの

重要なテーマについての基本的な考え方などを示していま

す。

あなたの自由なご意見・ご提案をお寄せ下さい。「中間とり

まとめ」を入手されたい方は、以下にお問い合わせ下さい0

・建設省四園地方建設局松山工事事務所冨972-0034

・愛媛県土木部道路建設線国94ト2111

こいのぼりは電線から離してたてましよう

自衛隊では7月入隊要員、及び幹部候補生の募集を

実施しています。

・7月入隊要員(約30名)
志願票受付 6月 4 日嗣迄

18歳以上27歳未満
(学歴は問いません)

6月 5 日嗣

給料 160.600円一 172.300円

ボーナス年3回

完全週休2日制

多様な国家資格取得が可能

5月 23 日(羽迄

22歳以上26歳未満

(大学卒業程度の学力を有する者)
試験日 6月 21 日出・ 22 日(日)

※問い合わせ先

役場総務課

松山募集案内所

②包必宅ゆ低予匂泥ν~ル0>

冨964-2001

冨947-3040

日

等

-幹部候補生
志願寮受付

験

与

試
給
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5
月
白
自

信
町
‘

部
開

、

σ 、占

ど
っ 回国 E

て しロ
詞 ま公
宅 す園
さ が

r , ( 

管理棟

一部開園する施設一覧(面積約27，OOOm' )
幼児広場
コ ンビネーション遊具
ローフウェイ

4連ブランコ
ゲートボール場

シーソー

バランス遊具
スプリング遊具

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
団
体
で
利
用
さ
れ
る
方

は
、
管
理
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

(管
理
作
業
の
た
め
、
管
理
者
が
事
務
所
を
不
在
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い

。

)

重
信
町
役
場
都
市
整
備
謀

重
信
町
総
合
公
園
管
理
事
務
所
雷
九
六
回
l

ニ
O
O

一

宮
九
六
四
1

四
四
回
O

4菌

重信町総合公園を利用される方へ

現在、 重信町総合公園の進入道路(仁二二コ)の整備を行

っ ています。橋梁(寺橋)整備のため、 今年10月(予定)か

ら来年3月末まで通行できませんので、 その間約1km松山

側の町道西岡演習場線(仁二二二コ)を通行して公闘をご

利用ください。(破線部分は工事中ですので、一時的に

通行制限を行う区聞があります。 )

ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

②信忠信ゆ宅洛屯ゆ屯洛屯氾~

陸上自衛隊松山駐頓地演習場

Jづグ

空き缶・たばこのポイ捨てはやめましよう /<võxv筏児島宮島値目忠信泡@
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合F

下林分館優勝
お がくレ れ民お中
り結りの|好ま大い学四
で果ま参・天し運て校月
すはし加綱にた動、グ二
、た者引恵。会第ラ十
下。できま が四ウ日
記盛等れ開十ン
の り、、 催回ド重

と 上多リ さ町に信

1イ立だ

4
司
あ
と
は
ま
か
せ
た
/

企みんなで応援

②宅島屯か官。旬。包泡4泡〆⑤

Â下林分館に優勝旗授与

運動会のスナッフ。写真を町民会館ロビーに置いてあります

分館別成績結果表

順位 分館名 ピン倒し
キャ 1) ーで

タ 7入れ 連だめし 小学生 中学生 年齢別 綱引き 総合計
キャ y チ リレー リレー リレ ー

下 林 18 18 10 18 20 18 14 20 136 

2 見奈良 16 10 20 14 16 20 18 15 129 

回 窪 14 14 8 16 18 14 20 15 119 

4 樋 口 20 20 8 20 8 8 12 20 116 

5 南野田 20 20 14 16 8 8 8 10 104 

牛 i剃 18 8 8 20 10 8 8 20 100 

上 村 16 8 14 18 8 8 8 15 95 

B 摺 池 8 18 14 8 8 8 10 2 日 94 

9 横河原 10 16 8 自 8 12 16 15 93 

10 北野田 8 8 18 8 自 16 8 15 89 

11 山之内 14 16 8 10 8 8 8 15 87 

12 八反地 8 14 8 8 12 8 8 20 86 

13 酋 問 10 12 8 8 8 8 8 20 82 

14 牛洲団地 12 12 8 8 14 8 8 10 80 

14 J: 林 8 8 8 12 8 B 8 20 80 

16 新 キす 8 10 8 14 自 8 8 15 79 

17 志津川 8 8 8 8 8 10 8 10 68 

17 回窪団地 12 8 8 10 6 6 8 10 68 

19 播磨台 8 8 8 8 6 8 8 10 64 

19 上 樋 8 8 8 8 6 8 8 10 64 

L2!北野台 8 8 8 12 8 6 。 10 60 

@包だぺ泌匂ゆ官ルÕXVCl
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よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

開I助収
入
役

教
育
長

。
主
事
補

O

H

 

臨
時

長

和

f生

和桐高

11 11 11 11 

田

治

樹

田

正

野

猛

橋

謙
0
・
・
・
新
採
用

0
・
:
異
動

庶電 内運秘選腕消入
話.. ι 舎挙産通防札

" 刊文共菅・防契
務換 勤子容済理災約

企
画
財
政
課

課
長
大
北
栄
二
(
鎚
鮪
財
政
)

援
鯉
{
聖
水
田
一
典
(
肝
時
崎
一
醐
.
)

O
電
算
係
長
渡
部
真
二
(
電
算
全
般
)

m枇
紬
調
整
安
井
重
幸
(
蹴
齢
耕
一
回
)

主
事
東
洋

一
(
都
知t
F桝
)

山
本
健
吾
(

帥
耐
吏
付
税
・
)

山
内
章
江
(
鉱
制一鉱
山
)

税
務
課
長
山
内
一
正

O
帥
回
線
持
)
伊
賀
悌
二

制
醐
智
理
窪
田
正

O
資
産
税
係
長
加
藤
厚
志

主
査
門
田
千
志田

中
聡
司

渡
部
真
也

明
賀
良
和

大
北
智
子

宮
崎
良
樹

高
岡
慶
亮

高
橋
政
信

八
塚
孝

森
貞
祭
久

。
主
事
補

出出
納
係
長

主
事

主
事

臨
時

評
価
補
助
員

町

納

11 

清渡永
套部野
話康昌
土手美二

総
務
課

O
課
長
別
府
頼
房
(
総
務
全
般
)

O
鍛
酬
制
緩
宮
崎
良
輔
(
人
事
・
秘
書
)

管
財
係
長
済
川
孝
子
(

管
財
・
霊
明
)

行
政
係
長
青
木
隆
弘
(
行
政
・
給
与
)

愛
雄
県
一
派
遣
丹
生
谷
則
篤

主
査
渡
部
剛
士

主
事
森
誠
司井

門
政
之

尾
崎
紀
仁

和
田
淳
子

近
藤
晃
一

笠
松
キ
ク
ヱ

形
上
千
津
子

野
中
千
秋

和
田
由
美
子

11 11 11 " 

。 。

設課
伍揃
量佐

輩 IヨE

池武民
川智
忠由
徳貴 F晶圃.

皐
(
会
計
全
般
)

(
会
計
)

(

)
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課
(
税
務
会
般
)

(
錨
嘘
験
町
)

(
制
時
理
主
・
)

(
蹴
一
四
純
一
読
・
)

(
町
県
民
税
)

(
聴
時
一
章
)

(
閥
眠
糊
庫
)

(
趨
諮
問
一
号

(
蹴
弘
前
鯨
.
)

(
収
納
・
証
明
)

(
制
欄
・
蒋
納

・

)

(
町
税
徴
収
)

(

H

)

 

(
家
屋
評
価
)

課

iiE 
立般

冒
回
品

L

圏
不

4
e
・

4
'
ι
-

富
田

O
課
長
池
田
典
弘

O
主
幹
高
須
賀
厚

盤
側
蹴
{
量
}
永
田
省
三

僻
瑚
衛
生
森
勝
代

嗣
醐
対
東
渡
部
明
徳

鰍
蛾
年
金
宮
内
仁
司

主
査
牧
正
人高

須
賀
章
夫

野
中
純
子

渡
部
昌
弘

阿
部
武
雄

村
上
明
子

新
谷
ゆ
り

水
田
隆
介

西
山
友
音

矢
野
映
子

菊
池
久
代

野
村
美
保
子

中
須
賀
章
子

西
山
ゆ
か
り

氏
家
武
雄

岡
多
正

稲
垣
忠
司

森
清
徳

塩
見
エ
リ
子

森
道
子

細
川
三
恵
子

主長

査霊

。

主主
事 11
補事

主

事

。

保主
11 健事 11
婦補

O
 

O

H

 

O
栄
養
士

臨
時

嘱
託

臨
時

仙水岡大山
容田本西伊
長仁聖 ZL
IJ 志勇子ル

11 11 11 11 11 11 11 11 11 

(
躍
醍
訴
)

(
詰
ぬ
思
)

(
伊
崎
臨
臨
時
)

(
躍
噌
蘇
)

(
山E
E
輔
副
鉛V
)

(
福
祉
全
般
)

(
紙
姓
低
祉
)

(
老
人
福
祉
)

(
保
健
衛
生
)

(
罫
制
限
)

(
国
民
年
金
)

(
保
育
所
)

(
老
人
福
祉
)

(
御
崎
醐
間
)

(
軒
目
訪
問
問
)

(
陣害
者福
祉
)

(
間
服
健
鹿
)

(
詰
盟
・
庶
務
)

(
国
民
年
金
)

(
保
健
)

(

H

)

 

(

H

)

 

(

H

)

 

(

H

)

 

(

H

)

 

(
川
河
川
仏
市
併
理
)

(
生
活
相
誠
)

(
間
服
貯
金
)

(

H

)

 

(
J均
一
環
耕
輔
)

(

H

)

 

(
国
民
年
金
)

生
活
環
境
課

課
長
加
藤
章
(
姓
縦
環
境
)

主
幹
渡
部
寛
行
(
時
碍
処
理
・
)

o
m細
川
蜘
寝
中
矢
淳

(
螺
註2
・
)

主
査
森
賢
治
市
愛
読
)

主
事
平
岡
功
行
(
践
町
時
埼
)

重
信
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

係
長
芥
川
昭
(
町
駅
叫
ン
タ

l
)

作
業
員
小
林
実

(
H
)

臨
時
渡
部
政
雄
(
)

蟹
江
健
一
(
)

11 

11 

11 

課

山
内
数
延
(
産
業
全
般
)

渡
部
清
則
鼻
持
主
)

古
用
美
砂
子
(
商
工
観
光
)

高
原
弘

一

(
路
一
附
水
産
)

池
川
英
信
(
制
蛸
整
情
)

池
田
裕
二
(
農
業
土
木
)

野
中
京
(
農
業
委
員
会
)

上
岡
浩
二
(
農
業
土
木
)

大
西
匡
宏

(
H
)

渡
部
俊
也
(
林
業
振
興
)

H

高
橋
俊
光
(
農
業
振
興
)

技
師
池
田
覚
志
(
農
業
土
木
)

O
主
事
補
桂
浦
新
吾
(
農
業
振
興
)

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

臨
時
大
森
稔
(
管
理
)

O _._ 
主箆備管係農商鵠課 I嘗
号時理長林工踊 日巴
吉土イ系*係維
塁本長産長髄長

業
査

主

事

国
土
調
査
課

伊
賀
功

堀
内
晃

高
須
賀
政
史

(
姐
紅
調
査
)

(
脚
購
間
前
)

(
市
川
畑
町
1
p
)

課
長

O
管
理
係
長

田
出
+
キ
調
岡
本
且

M
m
H
X
 

O
主

事

宇
都
宮
由
孝

森
照
美

森
幸
一

11 11 
建
設
課
長
和
田
洋

盟
控
華
東

村
雅
則

禁
箆
武
智
安
史

管
理
係
長
弓
削
田
直
美

主
査
池
田
隆
太

森
忠
臣

橘
正
城

平
岡
芳
樹

井
上
隆
文

技

師

。
主
事
補

都
市
整
備
課

課
長
露
口
憲
三

議
製
髭
曽
我
部
保
信

仰
姉
計
画
桐
野
彰
紀

刷
賊
開
尭
大
森
忠
昭

O
主
査
高
原
さ
ゆ
り

佃
一
彦

竹
森
尚
樹

村
上
雄
紀

大
北
勝
也

11 11 

主技

事師

水
道

課
長
小
山
澄
男

O
棚
田
雄
華
森
知
男

工
務
係
長
森
定

主
事
大
森
泰

技
師
補
大
西
一
正

臨
時
井
上
昭

品
川
何
軒
)

(
新
タ
処
理
)

品
川
畑
静
)

課
(
建
設
全
般
)

(
4融
持
糊
・
)

(
一
般
土
木
)

(
開
削
事
輯
・
)

(
町
営
住
宅
)

(
一般
土
木
)

(

H

)

 

(

H

)

 

(
建
築
確
認
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4月 10固までの届出分
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(
父
・
哲
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満 3 歳までのお子様を募集します/

掲載ご希望の方はお誕生月の前月 10 日までに、写真に保護者のコメント
を添えて役場町民課までお送り下きい。

日(隠)1 行事名 |時 間 | 場所 ! 日(躍) 1 行事名 | 時間|場所
l(日~当番医西野内科クリニック 量償町牛測冨964-2200117附 |空主L主旦搾昇前手主管王唄)一一同県三~~~QQl~~ ß__合曾

|固定資産税第1期納期限・軽自動車税納期限 | |移動図書館車運行(志津川、八反I也、 田窪団地、西岡方面)
2 伺卯) t i);ス;記日日1) 註治孟-一- --一……m一…-一一…-一一…-一一一-一一一-一一一-一一一-一一…-一一一-一一-一- --一一白一- rド凶i函3 :ヨj必d二i話6;泊j詞州州d削州|同附両財可J 註首官-一-玄語耐l ， n{~\ 1円子宮頭がん.乳がん検診(叩3羽0才以上の女性船) 11凶uは13:0工:川0∞0ト~正川∞州01同南吉剖j井妙削?ト村1)柵l

18付附骨卜 - --------一- --一-ーーーー一一ー一一ーーート ート
3(刈 |子宮顎がん・乳がん検診 (30才以上の女性) 113 :00- 14 :00 1 町 民会館 I ..L U\'J 'f I源氏物語講座 113: 30 -15: 301町民会館婦人室

|子宮顎がん・乳がん検診 (30才以上の女性) 113:00-14 :001町民会館|19附|人権相談 110: 00 -15: 001役場2階第l会議室
4 附ト一一一一一一一一一一一一一一一ート ー 1..;;..; -7;:.;:2.-; ;:~T""T，': :: ::::':"~M"'. 1-:::: :~: ::1 

|源氏物語講座 113 :30 -15 :30 1町民会館婦人室 1 1健康生活相談 1 9:00-11 :00 1役場保健婦室
5 術|子宮頚がん・礼がん検診 (30才以上の女性) 113:00-14:001町 民会館120幽 |育児相談教室 1 9:30-11 :00 1町 民会館

|健康生活相談 1 9:00-1 1: 001役場保健婦室 1 1移動図書館車道行(田窪、明池、牛湖、牛洲団地、上樋団地、矯磨台団地方面)
6~お f ::'~:;'.õ ~ -;: ~~::: --------------------f ーー ー ー:~ ~ j ~~ :/~~": ~"::~'~ ~ f-::.::-d 

| 育児相談教室 1 9 : 30 -11 :001町民会館1 21出

7 出|第2回菊づくり講座 113:30-15:301町民会館I 1麿警胃青莞持m 一一一一一__l主00三~~~~Q l図I i!Hlì2喧啓三
州) 1時胃賓待芳一一一一一一一一 _ _l_~~QQ三明:~Q j堕男1町三1 2加) 1当番号時間 一 ー一 一一 司 JI同町黒君一貫46F7579

当番医西本!I形外科 霊信町田窪 111964-16111 1移動図書館事運行(野問、新村、北野問、南野田方商)

離礼食学級(H9年2月・ 3月生まれの者) 113:30-15:00 1町 民会館1 1健康相談〈各地区> 25 日附まで
9 伺)1 ー ー ー 一 一ーーー一一ー ↓ 一一一一ー ~~ I 一一一ー一一~L，_， I

お喋り教室 119 : 30- 町民会館123伺) 1 結核・肺がん検診〈各地区> 27 日働まで
不燃物回収日 | |云帳万語豆一一一一一一一rïgjôζ I目j 民主ー話

10仰 110か月児乳児相談(H8年8丹生まれの者) 1 9:45-10:001町民会館|24附|おとしより健康相談室(要予約) 114 :00-16:00 1 町 民会館
4か月児乳児健診(H 9年l月生まれの者) 113 ・ 30- 14 ・ 301町民会館不燃物回収日

健康づくり料理講習会 110 :00-12:30 1 田窪団地集会所 1 2附 l空弱者三二二二二二二[~~::~~三二二 [~(王者:持
II例 1 r食物せんいをたくさん摂ろう J '..l.VOVV ...."" . VV I .........f.:r.L!J;l!，;I~.Þ. I' 11 |移動図書館車運行(上村、下林方面)

ギ語教孟ーー一 一 fig:-ôôζ |財忌是正面126側卜L、配ごと相談所 1.13:00-15:001町民会館
E中央料理教室 1 9:30- 町民会館1 1食生活相談 1 9:00-11:0引役場保健婦室

12附卜一一一一 ーーー一一ーー一一一 一一一一一一 一一一ー一一ー一一 } ーー一一一一一一 |一一一ーー ー 一 一ーー ー ー | トーー ー ー ー 一一一一一一一ーー一一 ーーーーーーー ー一一一一 ー ト ート
|行政心配ごと相談所 113:00-15:00 1町 民会館1 nM'̂' 1 育児相談教室 1 9:30-11 :001南吉井保育所
! I-~ ' :: ~~ . :: 1 127働トーーーー- -- --ーーー ー ーー一一一ーー一一一一一一一ーート ート
|食生活相談 1 9:00-11:001役場保健締室I-'~I文章教室 119 ・ 30- 1町 民会館

13店舗 l育児相談教室 1 9:30-11 :00 1 南吉井保育所| |移動図書館事運行(上林方面)

文章教室 119:30- 1 町 民会館1 00'-1-> 1 粗大ごみ回収日
14出|花いっぱい運動「日々草ポット移植J 1-9~Õõ- 1町民 会館1 28出 |説毛沢踊両F詞刊而.-Ts:-iô二12洲町民~話
1叫坦壁一辻井循環器丹・内科ーーー 璽坐町甲建窪- 置9恒64-三0凹0引m州13叫手引~1z9ω2鈎矧9到叫(

|移動図書館率速行(山之内、樋口、横i河可原方商) 1 - "'-'1当番医園立療養所g霊E媛病院 量信町横河原箇9鉛64-24111 
|結核.肺がん検診〈各地区> 2初0 日 t樹釘まで 1 1水道使用料4月.屯5月分納期限、凹町]県民税第l期納期限

16侭)1 リハビリ教室 113:30-15:30 1町 民会館130開) 1 結核・肺がん検診〈各地区〉
|亙~話量⑧一一一一一一一一一---rig:-i�:'------r面言通五陪1 1千言語がよ・1[~弘通話{拘):t以上ーの云証)ード3:00工14:-� f~E掛i桶両信

「

NTT四国電話帳鮒印刷⑮79ト02 重信町大字志津川972番地雷(089) 964-2001(代表)
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平成9年度群罷推進員名簿 給水工事指定業者
行政区 | 氏 名 住 j祈 TEL 業 者 名 所在 地 1 TE L 

和田 克子 山之内 1476- 1 964-0619 τE士ヨr ) 11 水 道 横河原348 I 964-3228 
山之内 | 高橋 キヨ子 1/ 311 964-8965 

和田睦美 1/ 241 964-8933 に ゅ う のや電気水道 田窪1833-1 964-2057 

|磯金美年子 樋口 752 - 2 964-8183 渡部電水工業制 | 川内本店 川内町大字南方605 966-2020 
樋 | 重信劃吉 田窪2060-18 964 ・ 1755

ロ l 磯 金 美知子 1/ 982-2 964-2368 

古茂田俊 章 志津川213 -5 964-3441 
(有)村上設備 牛洲605 964 ・ 8696

横河原|参川恭 子 横河原348 964-2642 軍田吉3 橋 住 設 田窪2099-28 I 964-6791 

岡 田幸子 1/ 181-1 964-9756 

岩川 静香 志津)1 1 590 964-6453 
情)さくらい設備 | 野田 1丁目 18-16 1964-8149 

志津川| 玉井 要 1/ 804 964-6735 上本住宅 設 備 | 田窪1133-5 I 964-1213 

和 田 喜美子 1/ 1133 964-6150 I |フジモト 設 備 | 牛洲1846-6 I 964-8221 
|丹生谷キヨ子 西岡 130 964-2430 

西 岡|谷 口 宮 子 1/ 420 964-8226 
給水管の引込み等については上記の業者にご相談下さい。

|高原信 之 見奈良458 - 2 964-8357 消防団役員名簿
見奈良 I 久保昌 美

1/ 1368-4 964-5839 

東 恭 一 田窪1619 964-6194 f笠 職 氏 名 住 所

| 山内 千里 1/ 405 964-0733 団 長 津川義明 上村甲891
田 窪 l 渡部 肇 1353 964-0752 副団 長 藤岡 卓 樋口746 - 11/ 

海稲やす子 1708 
:::; 

964-3570 分団 長 石丸臣ー 上村甲2091/ 

田窪団地 |相原 猛己 /1 2232-22 964-2448 分団 長 伊賀義夫 横河原1330

山内孝 之 牛測485
E 

964-8266 分団 長 井門孝徳 牛湖665

牛 測 |重見康 子 /1 635 964-0797 第 1 分団分団長 渡部 昭信 横河原519-1
戒能 由子 " 1563-1 964-3720 

第 1 部 副分団長 酒井 導明 山之内92
|鶴崎 悦子 " 1957-1 964-1348 38-35 号 第 2 部 副分団長 和田 邦夫 樋口378-2牛測団地 I 武智 義之 " " 964-2236 31-359 号戸

| 佐々木 幸久 西岡599-10 964-7007 
第 3部 副分団長 宮内和夫 志津川648

播磨台団地 I 小田 剛 士 牛測 1823 - 2 964-1737 
第 4部 副分団長 岡本書摩雄 西岡797

上 樋|宮 内律子 " 1815-8 964-3814 第 5部 副分団長 松末秀雄 横河原194

|東 清春 南野田663 964-8304 第 6部 副分団長 渡部 正 志津川 1791 ・ l

南野田 I 中 内美智子
" 

290-3 964-1042 第2分団分団長 高須賀公 田窪1201 - 2

相原 明子 北野田 147 964-0840 第 1 部 副分団長 池川義靖 見奈良1016
北野田 I 岡 村

J尽. 町田 1丁目 1073-3 964-6788 第 2 部 副分団長 泉岡 穂 田窪564
国

北野台団地|小倉信 夫 1/ " 988-12 964-9585 第 3 部 副分団長 高須賀隆利 牛淵842-3

新
村|武智久美子 北野田579 964-8458 

司 第 4部 高Jj分団長 東村賢三 南野田230-2
|大窪清子 野田3丁目 7 - 1 964-8463 

第 5 部 品Jj分団長 牧 正数 北野田849
森 健三 上林甲2574 964-8918 

第 6 部 品Jj分団長 岡田武範 /1 319 
上 林|杉本時 子 " 858 964-8544 

菅崎律 子 丙111 964-5293 
第 7 部 副分団長 野中 寛 牛沸1]1467

" 
|松 下 重 夫 下林915 964-9137 

第 3分団分団長 永井 雅敏 下林甲 1634

下 林 I 竹村 町子 " 甲2862 964-2732 第 l 部 高Jj分団長 山内 昭 上林甲1424

|永 野 隆 一上村113434 - 3 964-3176 第 2部 副分団長 小山 昌文 下林甲2058-1
上 村 1:禽 瀬 キヨミ /1 99 964-3596 第 3部 副分団長 白石誠也 上村甲911-2
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